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以
下
は
、
福
音
書
を
中
心
と
す
る
新
約
聖
書
と
当
時
の
ユ
ダ
ヤ
教

と
の
関
係
に
関
す
る
、
よ
り
包
括
的
な
文
献
学
的
研
究
の
た
め
の
準

備
作
業
の
一
端
で
あ
る
。

　
マ
タ
イ
及
び
ル
カ
福
音
書
に
お
り
る
イ
エ
ス
誕
生
物
語

　
マ
タ
イ
福
音
書
に
お
け
る
イ
エ
ス
の
誕
生
伝
説
が
モ
ー
セ
の
そ
れ

を
手
本
に
し
、
モ
ー
セ
の
誕
生
伝
説
に
あ
わ
せ
る
形
で
、
形
成
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
中
で
も
、
旧
約

聖
書
偽
典
の
一
つ
で
あ
る
「
偽
フ
ィ
ロ
ン
」
の
「
聖
書
古
代
誌
」

（
＝
σ
胃
＞
巨
且
三
＄
巨
昌
里
げ
一
一
s
2
昌
）
（
伝
承
本
文
は
ラ
テ
ン
語
）

の
中
に
見
出
さ
れ
る
モ
ー
セ
誕
生
伝
説
は
、
新
約
聖
書
の
イ
エ
ス
誕

生
物
語
伝
承
と
の
密
接
な
関
連
を
う
か
が
わ
せ
る
、
き
わ
め
て
注
目

す
べ
き
伝
承
内
容
を
伝
え
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
充
分
に
顧
み
ら
れ

正
当
に
評
価
さ
れ
て
き
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
、

や
は
り
同
時
代
の
注
目
す
べ
き
モ
ー
セ
の
誕
生
伝
説
を
伝
え
て
い
る

ヨ
セ
フ
ス
薯
『
ユ
ダ
ヤ
古
代
誌
』
の
伝
承
内
容
と
共
に
取
。
り
上
げ
、

検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
「
聖
書
古
代
誌
」
は
、
天
地
創
造
か
ら
サ
ウ
ル
王
の
死
に
至
る
ま
で

を
、
旧
約
聖
書
に
基
づ
い
て
、
そ
の
内
容
を
要
約
し
つ
つ
同
時
に
拡

大
敷
術
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
年
代
を
紀
元
後
一
世
紀
と
す
る
点

に
お
い
て
、
諸
家
の
見
解
は
お
お
む
ね
一
致
し
て
い
る
。
ラ
テ
ン
語

本
文
は
、
セ
ム
語
原
本
の
ギ
リ
シ
ア
語
訳
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
、

原
本
の
セ
ム
語
と
し
て
は
ヘ
ブ
ル
語
説
が
有
力
で
あ
る
。
成
立
地
は
、

バ
レ
ス
テ
ィ
ナ
（
エ
ル
サ
レ
ム
に
限
定
す
る
老
も
い
る
）
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
「
聖
書
古
代
誌
」
は
第
九
章
に
お
い
て
、
旧
約
聖
蓄
の
出

エ
ジ
プ
ト
記
（
以
下
「
出
」
と
略
記
）
の
一
章
と
二
章
の
初
め
の
部

分
を
敷
術
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
エ
ジ
プ
ト
王
の
命
令
（
出

一
”
）
を
う
り
て
、
エ
ジ
プ
ト
入
は
、
ヘ
ブ
ル
入
か
ら
生
ま
れ
る
男

児
を
す
べ
て
殺
害
し
、
女
児
は
生
か
し
て
奴
隷
た
ち
の
妻
に
す
る
こ

と
を
決
め
る
（
一
節
。
．
以
下
節
数
の
み
の
表
示
は
「
聖
警
古
代
誌
」

九
章
の
節
数
を
示
す
）
。
こ
れ
を
う
け
て
、
ヘ
ブ
ル
人
は
集
会
を
開

き
、
子
供
を
造
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
よ
う
と
す

る
が
、
モ
ー
セ
の
父
「
ア
ム
ラ
ム
（
＞
昌
轟
昌
）
」
は
、
創
世
記
一
五

1
3
の
神
の
約
東
に
基
づ
い
て
イ
ス
ラ
エ
ル
の
苦
難
か
ら
の
解
放
の
近

い
こ
と
を
信
じ
て
（
暮
（
o
雪
ω
）
豪
胃
g
昌
ω
ま
す
昌
自
旨
訂
巨
o
烏

目
o
g
轟
）
、
子
供
を
造
る
こ
と
を
宣
言
す
る
（
六
節
）
。
神
は
こ
れ
を

め
で
て
、
や
が
て
ア
ム
ラ
ム
か
ら
生
ま
れ
る
子
供
を
通
し
て
「
驚
く
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べ
き
業
L
（
邑
量
巨
亘
を
行
な
う
で
あ
ろ
う
、
と
語
る
（
神
の
独
り

言
の
よ
う
で
あ
る
）
（
七
、
八
節
）
。
他
の
人
々
も
ア
ム
ラ
ム
の
こ
と

ば
を
受
入
れ
て
こ
れ
に
同
調
す
る
。

　
さ
て
、
ア
ム
ラ
ム
に
は
ア
ロ
ン
（
男
）
と
マ
リ
ア
（
女
）
（
竃
彗
ぎ

は
ヘ
ブ
ル
語
の
ミ
リ
ア
ム
に
あ
た
る
。
出
一
五
2
0
1
2
1
参
照
）
と
い

う
二
人
の
子
供
が
あ
っ
た
が
、
「
あ
る
夜
の
こ
と
、
神
の
霊
が
マ
リ
ア

に
降
り
（
名
巨
巨
ω
U
①
＝
昌
曇
二
冒
；
胃
冨
昌
）
、
彼
女
は
夢
を
見
、

翌
朝
、
彼
女
は
（
夢
の
内
容
を
）
両
親
に
告
げ
た
。
『
私
は
昨
夜
（
夢

を
）
見
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
亜
麻
布
を
着
た
一
人
の
男
が
（
私
の

傍
ら
に
）
立
っ
て
、
私
に
次
の
よ
う
に
言
い
ま
し
た
。
「
行
っ
て
、
お

前
の
両
親
に
伝
え
な
さ
い
。
『
見
よ
、
お
前
た
ち
か
ら
生
ま
れ
る
も

の
は
、
水
の
中
へ
投
げ
込
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
同
じ
よ
う
に
し
て

彼
を
通
し
て
水
が
干
上
が
る
で
あ
ろ
う
。
私
は
彼
を
通
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
し
る
し
（
色
寝
饅
）
を
行
な
い
、
我
が
民
を
救
う
で
あ
ろ
う

（
留
一
＜
き
o
君
冒
一
昌
一
昌
①
冒
∋
）
。
彼
は
常
に
（
民
を
）
指
導
し
続
け

る
で
あ
ろ
う
（
旨
8
0
昌
呉
冒
］
9
』
ω
螢
O
q
9
ω
O
昌
潟
『
）
』
」
』
。
　
マ
リ
ァ

は
（
こ
の
よ
う
に
）
彼
女
の
見
た
夢
の
内
容
を
語
っ
た
が
、
彼
女
の

両
親
は
彼
女
の
こ
と
ぱ
を
信
じ
な
か
っ
た
L
（
九
、
一
〇
節
）
。

　
他
方
、
ヨ
セ
フ
ス
『
ユ
ダ
ヤ
古
代
誌
』
1
1
㎜
以
下
は
、
ほ
ぼ
出
一

1
5
以
下
に
対
応
す
る
部
分
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
を
伝
え
て
い
る
。

エ
ジ
プ
ト
の
、
恕
o
§
奏
ミ
萬
ギ
ー
予
言
能
力
を
持
つ
1
の
一

人
が
、
エ
ジ
プ
ト
王
に
次
の
よ
う
に
予
言
す
る
。
「
こ
の
時
代
に
、
イ

ス
ラ
エ
ル
人
の
中
に
一
人
の
人
物
が
生
ま
れ
、
成
長
し
て
、
エ
ジ
プ

ト
人
の
統
治
を
危
う
く
し
（
蔓
§
－
曇
8
－
、
ぎ
吋
言
き
ベ
ミ
良
s
、

ミ
｛
o
ミ
ミ
）
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
力
を
強
め
（
ミ
鳥
膏
g
凄
さ
昇

喜
§
ミ
ミ
刈
）
、
徳
に
お
い
て
万
人
を
凌
駕
し
、
永
遠
の
栄
光
を
獲

得
す
る
で
あ
ろ
う
L
。
こ
の
後
、
旧
約
聖
書
に
沿
っ
た
物
語
が
続
い

た
後
、
モ
ー
セ
の
父
ア
ム
ラ
ム
が
登
場
す
る
。
名
家
の
出
で
、
敬
神

の
念
あ
つ
い
彼
は
、
自
民
族
の
絶
減
を
恐
れ
、
と
り
わ
け
妻
の
胎
内

に
あ
る
も
の
の
運
命
を
恐
れ
て
、
神
に
祈
る
。
神
は
彼
の
祈
り
に
応

え
て
、
彼
の
夢
枕
に
現
わ
れ
（
帆
烹
o
l
§
ミ
ー
ミ
志
さ
岸
守
；
宍

ミ
守
も
）
、
彼
を
励
ま
し
て
、
次
の
よ
う
に
語
る
。
あ
の
、
予
言
さ
れ

て
い
る
子
供
と
い
う
の
は
お
前
の
子
供
で
あ
り
、
「
彼
は
（
ヘ
ブ
ル
人

を
）
滅
ぼ
そ
う
と
し
て
目
を
光
ら
せ
て
い
る
老
た
ち
の
目
を
逃
れ
て
、

不
思
議
な
仕
方
で
育
て
ら
れ
、
エ
ジ
プ
ト
人
か
ら
強
い
ら
れ
て
い
る

苦
難
か
ら
ヘ
ブ
ル
民
族
を
救
い
出
す
（
解
放
す
る
）
で
あ
ろ
う
（
ま

ミ
ξ
．
§
良
s
ミ
哀
；
刈
吋
評
籏
§
．
き
〕
ミ
良
o
べ
～
ミ
ミ
ミ

守
算
苛
雲
）
…
」
（
胃
蜆
い
）
。

　
紀
元
後
一
世
紀
に
ユ
ダ
ヤ
教
圏
に
お
い
て
流
布
し
て
い
た
可
能
性

の
あ
る
モ
ー
セ
誕
生
伝
説
は
こ
の
ほ
か
に
も
幾
つ
か
伝
え
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
を
伝
え
る
文
献
の
年
代
と
、
そ
の
内
容
の
両
面
か
ら
、

新
約
聖
書
と
の
関
連
で
注
目
に
値
し
、
取
り
上
げ
る
に
値
す
る
の
は
、

右
の
二
つ
で
あ
る
。
冒
頭
に
記
し
た
よ
う
に
、
マ
タ
イ
に
よ
る
イ
エ

ス
誕
生
伝
説
が
モ
ー
セ
誕
生
物
語
の
型
に
あ
て
は
め
て
作
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
既
に
認
め
ら
れ
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
両
老
の
並
行
関
係

は
厳
密
に
検
討
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
さ
ら
に
、
右
の
内
容
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紹
介
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
モ
ー
セ
誕
生
伝
説
は
、

マ
タ
イ
の
み
で
は
な
く
、
ル
カ
に
よ
る
イ
エ
ス
誕
生
伝
説
に
も
、
影

響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
細
か
い
検
討
は
別
稿
に
委
ね
ざ
る

を
得
な
い
が
、
こ
こ
で
は
重
要
と
思
わ
れ
る
二
点
の
み
を
指
摘
し
て

お
き
た
い
。

　
第
一
は
、
「
聖
書
古
代
誌
」
で
も
ヨ
セ
フ
ス
で
も
、
や
が
て
生
ま
れ

る
モ
ー
セ
が
、
そ
の
民
を
救
う
で
あ
ろ
う
、
と
言
わ
れ
て
い
る
点
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
マ
タ
イ
一
2
ー
の
「
彼
は
、
そ
の
民
を
、
そ
の
罪
か

ら
、
救
う
で
あ
ろ
う
」
と
極
め
て
近
い
。

　
第
二
は
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
神
格
が
夢
の
中
に
（
な
い
し
、

睡
眠
中
に
）
現
わ
れ
て
語
り
か
け
て
お
り
、
確
か
に
、
こ
の
点
は
ル

カ
に
は
な
く
マ
タ
イ
に
の
み
認
め
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
が
、
女
性
、

そ
れ
も
ま
さ
し
く
「
マ
リ
ア
」
に
「
神
の
霊
が
降
る
」
と
い
う
「
聖

書
古
代
誌
」
の
内
容
は
、
ル
カ
に
近
く
．
「
マ
リ
ア
」
と
い
う
名
前
す

ら
モ
ー
セ
伝
説
か
ら
取
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
を
も
可

能
に
す
る
。
こ
こ
で
は
、
イ
エ
ス
生
誕
物
語
伝
承
が
イ
エ
ス
伝
承
と

し
て
は
最
も
新
し
い
層
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
マ
タ

イ
と
ル
カ
以
前
に
は
、
マ
リ
ア
と
い
う
イ
エ
ス
の
母
の
名
前
は
マ
ル

コ
六
3
に
し
か
現
わ
れ
な
い
こ
と
を
、
指
摘
す
る
に
と
ど
め
て
お
く

一一

洗
礼
老
ヨ
ハ
ネ
は
ナ
ジ
ル
人
か
？

ル
カ
福
音
書
一
章
1
5
節
に
、
洗
礼
老
ヨ
ハ
ネ
の
誕
生
を
予
言
し
つ

つ
、
「
彼
は
葡
萄
酒
と
良
罵
、
ミ
を
決
し
て
飲
ま
な
い
で
あ
ろ
う
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
良
§
、
ミ
は
、
口
語
訳
で
は
「
濃
い
酒
」
、
新
共
同

訳
で
は
「
強
い
酒
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
ギ
リ
シ
ア
語
は
ア

ラ
ム
語
「
シ
ッ
ク
ラ
ー
」
あ
る
い
は
ヘ
ブ
ル
語
「
シ
ェ
ー
力
ー
ル
」

の
音
写
で
あ
っ
て
、
こ
の
セ
ム
語
は
葡
萄
酒
以
外
の
「
弱
い
酒
」
、
特

に
「
ビ
ー
ル
」
を
指
す
。
も
っ
と
も
、
こ
の
「
ビ
ー
ル
」
は
保
存
用

に
濃
縮
さ
れ
た
よ
う
な
の
で
、
そ
の
場
合
は
確
か
に
「
濃
い
酒
」
か

も
し
れ
な
い
が
、
実
際
に
飲
む
場
合
に
は
水
で
薄
め
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
ル
カ
七
3
3
で
も
、
目
ハ
ネ
が
葡
萄
酒
を
飲
ま

な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
も
っ
と
も
、
そ
こ
で
は
、
「
バ
ン
も
食
べ

な
か
っ
た
」
と
あ
る
。
マ
ル
コ
一
6
「
い
な
ご
と
野
蜜
を
食
べ
て
い

た
」
と
、
マ
タ
イ
一
一
1
8
「
食
べ
も
飲
み
も
し
な
い
」
を
も
参
照
）
。

ル
カ
一
1
5
は
、
従
来
、
ヨ
ハ
ネ
を
ナ
ジ
ル
人
と
し
て
描
い
て
い
る
可

能
性
の
あ
る
箇
所
て
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
て
き
た
、
た
と
え
は
、
一
1
E

約
新
約
聖
書
大
辞
典
』
（
一
九
八
九
年
、
教
文
館
）
の
「
ナ
ジ
ル
人
」

の
項
は
、
ル
カ
の
二
箇
所
を
挙
げ
て
、
「
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
は
ナ

ジ
ル
人
の
カ
リ
ス
マ
的
特
徴
を
帯
び
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
。
最

近
の
註
解
書
で
は
、
ル
カ
一
1
5
は
、
必
ず
し
も
ヨ
ハ
ネ
が
ナ
ジ
ル
人

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
彼
の
禁
欲
的
生
活
、
な

い
し
は
預
言
老
と
な
る
二
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
す

る
も
の
が
目
に
つ
く
が
、
そ
の
場
合
も
、
歯
切
れ
が
悪
く
、
明
確
な

証
拠
を
挙
げ
て
論
じ
た
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
ル
カ
自
身
、
一
章

7
6
節
や
二
〇
章
6
節
で
、
一
貫
し
て
ヨ
ハ
ネ
を
「
預
言
老
」
と
し
て
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い
る
の
で
（
も
っ
と
も
、
七
2
6
は
イ
エ
ス
に
ヨ
ハ
ネ
を
「
預
言
老
以

上
の
も
の
」
と
呼
ぱ
せ
て
い
る
が
）
、
そ
れ
ら
に
照
ら
し
て
一
1
5
も
預

言
老
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
だ
と
言
え
な
く
は
な
い
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
根
拠
と
し
て
弱
い
。
筆
老
は
、
同
時
代
の
ユ
ダ
ヤ
教
伝
承
を

援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ル
カ
一
1
5
は
ヨ
ハ
ネ
を
ナ
ジ
ル
人
と
し

て
描
い
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
た
い
。

　
先
ず
最
初
に
、
主
に
『
旧
約
新
約
聖
書
大
辞
典
』
に
よ
っ
て
、
旧

約
聖
書
を
中
心
と
す
る
古
代
資
料
に
よ
る
ナ
ジ
ル
人
の
規
定
を
要
約

す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
①
頭
髪
を
切
ら
な
い
（
な
い
し
剃
刀

を
あ
て
な
い
）
こ
と
、
②
葡
萄
酒
を
含
め
て
葡
萄
か
ら
と
れ
た
も
の

（
な
い
し
、
そ
れ
か
ら
造
ら
れ
た
も
の
）
、
そ
れ
と
「
シ
ェ
ー
力
ー
ル
」

を
、
口
に
入
れ
な
い
こ
と
、
③
死
体
（
肉
親
も
含
め
て
）
に
近
づ
か

な
い
こ
と
（
つ
ま
り
、
け
が
れ
を
身
に
受
け
な
い
た
め
に
）
。
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
士
師
記
二
二
章
の
サ
ム
ソ
ン
の
例
で
は
、
ナ
ジ
ル
人
た

る
べ
き
男
児
の
受
胎
告
知
と
共
に
母
親
（
サ
ム
ソ
ン
で
は
な
く
て
）

に
対
し
て
右
記
②
の
禁
忌
が
命
ぜ
ら
れ
、
生
ま
れ
た
サ
ム
ソ
ン
自
身

は
・
「
頭
に
剃
刀
を
あ
て
な
い
」
（
ニ
ハ
ー
7
）
。

　
我
々
の
箇
所
に
と
っ
て
は
サ
ム
エ
ル
の
場
合
が
特
に
重
要
で
あ
り
、

注
目
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
ル
カ
一
－
二
章
の
伝
え
る
洗
礼
老
ヨ

ハ
ネ
と
イ
エ
ス
の
誕
生
物
語
は
、
サ
ム
エ
ル
記
上
一
、
二
章
の
伝
え

る
サ
ム
エ
ル
の
誕
生
物
語
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
こ
と
が
、
認
め
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
サ
ム
エ
ル
に
つ
い
て
、
サ
ム
エ
ル
記
上
一
章
u
節
（
M
T
H
…
轟
・

8
篶
ま
↓
①
き
）
は
、
サ
ム
エ
ル
の
母
親
と
な
る
ハ
ン
ナ
が
、
も
し
も

男
児
が
授
か
れ
ぱ
、
「
頭
に
剃
刀
を
あ
て
な
い
」
と
神
に
誓
っ
た
、
と

記
す
の
み
で
、
そ
の
他
の
禁
忌
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
ず
、
「
ナ
ジ
ル

人
」
と
い
う
こ
と
ぱ
も
M
T
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、

ク
ム
ラ
ン
出
士
の
サ
ム
エ
ル
記
上
の
ヘ
ブ
ル
語
写
本
（
ト
o
蟹
昌
，
）

に
は
、
；
阜
2
2
節
に
対
応
す
る
部
分
で
、
「
彼
は
、
［
生
涯
を
］
通
じ

て
ナ
ジ
ル
人
と
な
る
」
と
い
う
こ
と
ば
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
サ
ム
エ
ル
記
上
一
章
u
節
の
「
頭
に
剃
刀
を
あ
て
な
い
」
と
い

う
や
や
特
殊
な
誓
い
に
よ
り
、
古
来
、
サ
ム
エ
ル
を
ナ
ジ
ル
人
の
一

人
と
み
な
す
伝
承
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
七
十
人
訳
聖
書
（
以
下
－
×
×
と
略
記
）
は
、
サ
ム
エ

ル
記
上
一
章
u
節
の
M
T
に
対
し
て
、
ミ
邑
o
～
ミ
ミ
ー
烹
“
S
セ
良

き
辻
巾
§
－
（
そ
し
て
、
葡
萄
酒
と
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
を
飲
ま
な
い
）

と
付
け
加
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
右
記
の
ク
ム
ラ
ン
・
サ
ム
エ
ル
記

ヘ
ブ
ル
語
写
本
（
牡
o
蟹
昌
芭
）
も
こ
れ
と
同
義
の
付
加
を
伝
え
て
い

る
。
ヨ
セ
フ
ス
の
『
ユ
ダ
ヤ
古
代
誌
』
V
巻
で
は
、
サ
ム
エ
ル
記
上

一
章
u
節
に
対
応
す
る
三
四
四
節
で
、
ハ
ン
ナ
が
「
サ
ム
エ
ル
の
生

活
様
式
は
一
般
の
人
々
と
は
異
な
る
も
の
と
す
る
」
こ
と
を
神
に
誓

い
、
続
い
て
、
男
児
サ
ム
エ
一
ル
誕
生
後
、
ハ
ン
ナ
は
「
あ
の
誓
い
（
祈

り
）
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
」
サ
ム
エ
ル
を
「
預
言
老
と
す
べ
く
神
に

捧
げ
、
祭
司
エ
リ
に
引
渡
し
た
。
そ
こ
で
、
か
れ
の
髪
は
（
剃
刀
を

あ
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
）
の
ぴ
、
彼
の
飲
物
は
水
で
あ
っ
た
」
。
ち
な

み
に
、
ヨ
セ
フ
ス
は
、
サ
ム
ソ
ン
も
サ
ム
エ
ル
も
「
ナ
ジ
ル
人
」
と
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も
「
⊥
⊥
師
（
さ
ミ
洋
）
」
と
も
呼
ば
ず
、
一
貫
し
て
「
預
言
老

（
§
O
㌻
膏
詳
）
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　
さ
ら
に
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
「
偽
フ
ィ
ロ
ン
」
の
「
聖
書
古
代
誌
」

は
、
興
味
深
く
注
目
す
べ
き
サ
ム
エ
ル
誕
生
物
語
を
伝
え
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ハ
ン
ナ
は
男
児
を
求
め
る
祈
り
の
中
で
、
剃
刀
に

も
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
（
含
葡
萄
酒
）
に
も
言
及
せ
ず
（
以
降
の
物
語

の
中
で
も
こ
れ
ら
の
禁
忌
は
全
く
言
及
さ
れ
な
い
）
、
彼
女
の
祈
り

が
成
就
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
祭
司
エ
リ
は
、
彼
女
に
は
告
げ
な
い

が
実
は
彼
女
か
ら
生
ま
れ
る
男
児
が
「
預
言
者
」
（
肩
O
昌
①
訂
）
と
な

る
べ
く
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
男
児
誕
生
か
ら
二

年
後
に
（
M
T
で
は
、
乳
離
れ
し
て
か
ら
）
、
サ
ム
エ
ル
を
エ
リ
に
渡

し
て
か
ら
ハ
ン
ナ
が
歌
う
賛
美
の
祈
り
（
サ
ム
エ
ル
記
上
二
章
1
－

1
0
節
に
対
応
）
の
中
で
、
サ
ム
エ
ル
は
「
預
言
老
」
生
言
わ
れ
る
。

㌧
　
．
　
t
．
【
1
i
〒
）
　
二
ー
く
＝
　
　
　
’
回
O
　
’
　
　
〕
　
］
　
　
■
　
　
、
－
　
　
－
■
－
　
■
－
－
－
－
－
　
’
，
　
1
1
，
　
．
」
　
－
’
　
　
　
．

ノ
ベ
仁
雀
毛
σ
｛
当
と
拝
午
一
σ
F
に
〆
8
≡
｛
…
玉
冒
甘
O
F
⊆
…
＝
y

○
着
實
耐
g
昌
；
ω
）
シ
ロ
の
聖
所
へ
や
っ
て
来
る
と
、
「
サ
ム
エ
ル

を
エ
リ
に
差
し
出
し
、
そ
し
て
彼
（
サ
ム
エ
ル
）
を
主
（
な
る
神
）

の
前
に
立
た
せ
て
、
油
を
注
ぎ
（
昌
曽
『
…
↓
彗
昌
）
、
『
預
言
老
が
民

衆
の
中
で
生
き
続
け
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
こ
の
民
に
と
っ
て
長
く

光
と
な
る
よ
う
に
』
と
語
っ
た
」
。
（
ち
な
み
に
、
「
聖
書
古
代
誌
」

は
、
サ
ム
ソ
ン
に
関
す
る
部
分
で
も
、
「
ナ
ジ
ル
人
」
と
い
う
こ
と
ぼ

を
使
わ
ず
、
ナ
ジ
ル
人
の
禁
忌
に
も
全
く
言
及
し
な
い
）
。

　
最
後
に
、
「
タ
ル
グ
ム
・
ヨ
ナ
タ
ン
」
は
、
サ
ム
ェ
ル
記
上
；
皐
か

ら
二
章
u
節
ま
で
を
敷
術
的
に
訳
し
た
都
分
に
お
い
て
、
「
剃
刀
」
へ

の
言
及
を
削
除
し
、
「
ア
ル
コ
ー
ル
不
飲
」
に
も
言
及
す
る
こ
と
な

く
、
二
章
の
ハ
ン
ナ
に
よ
る
賛
美
の
祈
り
の
中
で
、
サ
ム
エ
ル
を

「
預
言
老
」
と
呼
ん
で
い
る
。
「
タ
ル
グ
ム
・
ヨ
ナ
タ
ン
」
の
年
代
は

明
確
で
な
く
、
紀
元
後
一
世
紀
よ
り
遅
い
可
能
性
が
高
い
が
、
そ
の

伝
承
内
容
に
つ
い
て
は
紀
元
後
一
世
紀
に
は
流
布
し
て
い
た
可
能
性

が
高
い
。

　
以
上
の
検
討
よ
り
、
先
ず
最
初
に
、
サ
ム
エ
ル
誕
生
物
語
に
お
い

て
、
サ
ム
エ
ル
が
「
頭
に
剃
刀
を
あ
て
な
か
っ
た
」
の
み
で
な
く
「
ア

ル
コ
ー
ル
も
飲
ま
な
か
っ
た
」
と
す
る
点
に
お
い
て
、
セ
プ
テ
ユ
ァ

ギ
ン
タ
と
ク
ム
ラ
ン
聖
書
写
本
と
ヨ
セ
フ
ス
は
一
致
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
る
。
つ
ま
り
、
「
ア
ル
コ
ー
ル
不
飲
」
と
い
う
点
に
お

い
て
、
ル
カ
福
音
書
一
章
1
5
節
は
、
こ
れ
ら
の
サ
ム
エ
ル
誕
生
物
語

伝
承
と
全
く
一
致
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
他
と
比
べ
て
異
な
る
の

は
、
「
聖
書
古
代
誌
」
と
「
タ
ル
グ
ム
・
ヨ
プ
タ
ン
」
が
「
剃
刀
」
に

も
「
ア
ル
コ
ー
ル
」
に
も
言
及
し
な
い
こ
と
と
、
ル
カ
が
「
ア
ル
コ

ー
ル
」
に
の
み
言
及
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
「
剃
刀
」
に
言
及
し
な
い

点
に
お
い
て
ル
カ
は
、
「
聖
書
古
代
誌
」
及
び
「
タ
ル
グ
ム
・
ヨ
ナ
タ

ン
」
と
一
致
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
ユ
ダ
ヤ
教
伝
承
が
、

サ
ム
エ
ル
誕
生
物
語
に
お
い
て
、
ク
ム
ラ
ン
聖
書
写
本
以
外
は
、
一

貫
し
て
サ
ム
エ
ル
を
預
言
者
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

以
上
を
総
合
す
る
と
、
サ
ム
エ
ル
記
上
（
M
T
）
の
み
な
ら
ず
、
否

そ
れ
よ
り
は
む
し
ろ
、
同
時
代
の
様
々
な
サ
ム
エ
ル
誕
生
物
語
伝
承

の
よ
り
大
き
な
影
響
の
下
に
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
ル
カ
の
ヨ
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ハ
ネ
誕
生
伝
説
の
中
で
、
一
章
1
5
節
の
「
葡
萄
酒
と
ミ
旨
碧
ミ
を
決

し
て
飲
ま
な
い
」
と
い
う
一
句
は
、
洗
礼
老
ヨ
ハ
ネ
を
「
預
言
老
サ

ム
エ
ル
」
に
結
ぴ
つ
け
る
以
外
の
何
の
役
割
も
持
っ
て
お
ら
ず
、
こ

れ
を
ナ
ジ
ル
人
に
関
連
づ
け
る
こ
と
の
正
当
性
は
極
め
て
低
い
と
言

う
べ
き
で
あ
り
（
ク
ム
ラ
ン
聖
書
写
本
の
伝
え
る
ヘ
ブ
ル
語
聖
書
本

文
伝
承
が
、
ヨ
ハ
ネ
誕
生
伝
説
形
成
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
を
認

め
る
の
で
な
け
れ
ぱ
）
、
こ
れ
に
比
べ
て
「
預
言
老
サ
ム
エ
ル
」
の
禁

欲
的
生
活
を
も
強
調
し
よ
う
と
し
て
い
る
可
能
性
は
（
「
ア
ル
コ
i

ル
不
飲
」
に
言
及
し
な
い
他
の
伝
承
に
比
し
て
）
多
少
は
認
め
得
る

か
も
し
れ
な
い
。

三

本
稿
を
通
じ
て
、
従
来
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た

「
聖
書

古
代
誌
L
の
重
要
性
を
、
い
さ
さ
か
な
り
と
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
民
衆
が
サ
ム
エ
ル
に
「
油
を
注
い
だ
」
と
い
う
記
述
は
、

ル
カ
一
－
二
章
に
お
い
て
は
ヨ
ハ
ネ
と
イ
エ
ス
の
誕
生
物
語
が
潭
然

一
体
と
な
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
サ
ム
エ
ル
誕
生
伝
説
は
イ

エ
ス
の
誕
生
物
語
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
、
を
考
え
る
と
、

一
層
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
様
々
な
意
味
に
お
い
て
新
約
聖
書
の
背

景
を
成
す
ユ
ダ
ヤ
教
の
解
明
の
た
め
に
「
聖
書
古
代
誌
」
の
果
た
す

べ
き
役
割
は
、
今
後
の
重
要
な
研
究
課
題
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
は
、

極
め
て
短
時
日
に
ま
と
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
本
文
中
の
古

代
文
献
へ
の
言
及
を
除
い
て
、
文
献
指
示
及
ぴ
註
記
は
一
切
省
略
し

た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
教
授
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